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平成２９年４月定例教育委員会会議録 

 日   時  平成２９年４月１９日（水） 午後１時３０分～午後３時３０分 

 場   所  秦野市役教育庁舎３階大会議室 

 出席委員 
 委員長 望月 國男  委員長職務代理者 髙𣘺 照江 

 委 員 飯田 文宏  委 員 片山 惠一  教育長 内田 賢司 

 欠席委員  なし 

 委員以外 

 の出席者 

教 育 部 長 山口  均 

教 育 部 参 事 福島 正敏 

教育総務課長 宇佐美 高明 

学校教育課長 遠藤 秀男 

教育指導課長兼 

教育研究所長 佐藤 直樹 

 

生涯学習文化振興課長 佐藤 正男 

図 書 館 長 田中 和也 

教育総務課課長代理 守屋 紀子 

教育総務課主査 杉澤 雅代 

 傍聴者  １名 

 会議次第 

 ４月定例教育委員会会議 

 

日 時 平成２９年４月１９日（水） 午後１時３０分   

場 所 秦野市役所教育庁舎３階大会議室  

 

次     第 

１ 開  会 

２ 会議録の承認 

３ 教育長報告及び提案 

(1) 平成２９年５月の開催行事等について              

(2) 臨時代理の報告について 

ア 報告第８～１１号 市立小中学校教職員の人事上の措置につい     

 て 

イ 報告第１２号 秦野市教育・保育施設運営法人選定委員会規則 

を制定することについて  

ウ 報告第１３号 秦野市立学校教育施設の開放に関する規則の一 

部を改正することについて                              

エ 報告第１４号 秦野市立幼稚園入園料及び保育料徴収条例施行

規則の一部を改正することについて                          

オ 報告第１５～１８号 秦野市部等設置条例等の一部改正に伴う 
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秦野市教育委員会規則等の一部を改正することについて               

カ 報告第１９号 秦野市立宮永岳彦記念美術館条例施行規則を廃

止することについて 

  キ 報告第２０・２１号 協議書の締結について        

  ク 報告第２２号 秦野市教育委員会の権限に属する事務の補助執

行に関する規程を制定することについて                      

  ケ 報告第２３号 西中学校運営協議会委員の任命について     

(3) 秦野市立幼稚園入園料及び保育料徴収条例の一部改正について 

(4) 園児、児童、生徒及び学級数について 

(5) スクールライフサポーター派遣事業について           

(6) 学校教育関係事業について 

(7) 教育支援教室いずみ運営要領について              

(8) 教科学習支援員について                    

(9) 桜土手古墳展示館春季特別展「昭和の秦野 暮らしと道具展」に

ついて 

(10) 「こどもの読書週間」について                 

４ 協議事項 

(1) 平成２９年度教育委員会教育行政点検・評価について 

(2) コミュニティ・スクールの指定について 

(3) 平成２９年度教科用図書採択に関わる日程等について 

５ その他 

(1) 平成２９年度特定規模電気事業者による電力供給について 

(2) 要望書について 

６ 閉  会 

 会議資料  別紙のとおり 

 

望月委員長 それでは、ただ今から４月の定例教育委員会会議を開催いたし

ます。お手元の会議次第に沿って進めさせていただきます。 

まず、会議録の承認について、御意見、御質問等がございまし

たらお願いいたします。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、ないようですので、会議録を承認します。 

秘密会の取り扱いについてですが、３の教育長報告及び提案の

（２）臨時代理の報告について、ア、報告第８号～１１号「市立

小中学校教職員の人事上の措置について」及び４、協議事項の（２）

「コミュニティ・スクールの指定について」は個人情報等が含ま

れているため、また、４、協議事項の（３）「平成２９年度教科

用図書採択に関わる日程等について」は、意思形成過程にあり、
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非公開情報等が含まれているので、秘密会としての報告としてよ

ろしいでしょうか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、３（２）ア、４（２）及び４（３）は秘密会といた

します。 

それでは、３の教育長報告及び提案について、お願いいたしま

す。 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

よろしくお願いいたします。 

まず、資料№１を御覧いただきたいと思います。「平成２９年

５月の開催行事等」でございます。 

まず、５月１日ですか、これは３時から平成２９年度教育研究

所研究員委嘱式を行います。この教育庁舎で行います。 

５月７日日曜日、午前９時半からですが、第１回いじめを考え

る児童・生徒委員会を堀川公民館で実施いたします。 

５月９日と３０日は定例でブックススタート事業でございま

す。 

５月１０日から６月１４日が、裏面に各中学校別に資料がつい

ていますが、中学校の修学旅行でございます。 

５月１６日火曜日の午後ですが、新採用・転任採用教員の研修

会をこの庁舎で行います。 

２４日が定例教育委員会会議を予定しております。 

５月２７日土曜日、これは広畑小学校だけですが、５月の時期

に運動会を行います。 

３１日、これはスポーツ推進課の所管ですが、チャレンジデー

への参加ということで、今年初めて秦野市が参加いたします。同

規模の市町村と継続して１５分間以上運動・スポーツを行った参

加率を競い合うという競技と言ったらいいでしょうか、イベント

でございます。今年初めて参加ということでございます。 

以上です。これ以降については、各課長から説明いたします。 

それでは、私からは、（２）の臨時代理の報告のうち、イの報

告第１２号からクの報告第２２号までを報告させていただきま

す。 

まず、イの報告第１２号「秦野市教育・保育施設運営法人選定

委員会規則を制定することについて」でございます。資料№６を

御覧ください。これは、選定委員会の規則制定について教育長に

より代理を行いましたので、報告させていただくものです。 

１枚おめくりいただいて、臨時代理書になります。こちらは、

３月の教育委員会会議で協議させていただいたものでございま
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す。秦野市立みなみがおか幼稚園を公私連携幼保連携型認定こど

も園とするに当たり、その設置及び運営を行う法人を選定する選

定委員会の組織等に関する事項を定めるために制定いたしまし

た。協議させていただいたとおりでございまして、９名の委員に

よりまして組織をいたしております。 

続きまして、ウの報告第１３号「秦野市立学校教育施設の開放

に関する規則の一部を改正することについて」でございます。資

料№７を御覧ください。こちらは、規則改正につきまして、教育

長により代理を行いましたので、報告させていただくものです。 

１枚おめくりいだたきまして、臨時代理書でございます。上幼

稚園を上小学校の校舎内に移転し、施設を一体化することに伴い、

原則としまして幼稚園部分の施設を開放しないこととするため改

正いたしたものでございます。 

続きまして、資料№８を御覧ください。エの報告第１４号「秦

野市立幼稚園入園料及び保育料徴収条例施行規則の一部を改正す

ることについて」でございます。幼稚園入園料及び保育料徴収条

例施行規則の改正について、やはり教育長により臨時代理を行い

ましたので、報告をさせていただきます。 

１枚おめくりいただきます。臨時代理書でございます。こちら

も３月の教育委員会会議で協議させていただいたものでございま

す。理由につきましては、秦野市立幼稚園入園料及び保育料徴収

条例の一部改正を行いましたので、それに伴いまして条例が規則

へ委任事項としました保育料等の額の算定方法、それから通知方

法を規則で制定すること、保育料等の減免の基準を規則で明記す

ること、さらに、条例で定めた生活困窮者世帯や福祉世帯への負

担軽減に係る減免規定が、条例に入りましたので規則から削除す

るということで改正したものでございます。こちらも以前協議を

させていただいたとおりでございます。 

続きまして、オの報告第１５号～第１８号について、順次報告

をいたしたいと思います。これは、主に文化に関する事務を市長

が管理し、執行するために、条例であります秦野市部等設置条例

等の一部改正を行いまして、それに伴いまして、関連します秦野

市教育委員会規則等の一部改正を教育長により臨時代理を行いま

したので、それを報告させていただくものでございます。こちら

も３月の教育委員会会議で協議させていただいたものでございま

す。 

まず、資料№９を御覧いただければと思います。報告第１５号

になります。「秦野市教育委員会の事務局組織規則等の一部を改
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正することについて」でございます。 

１枚おめくりいただきたいと思います。こちらが臨時代理書で

ございます。申し上げましたように、市の部等設置条例等の一部

改正を行いましたので、生涯学習課及び図書館を市民部に移管す

ることに伴いまして、それぞれに関する項目を削除、また字句等

の整理を行ったものでございます。 

１枚おめくりください。こちらが改正しました規則になります

けれども、改正しました規則といたしましては、１条にございま

すのが教育委員会の事務局組織の規則、それから、真ん中にあり

ます２条で秦野市教育委員会関係職員の職の設置等に関する規

則、３条が図書館条例の施行規則、そして、１枚めくって裏面に

なりますけれども、４条が桜土手古墳展示館の条例施行規則、そ

して５条で秦野市教育委員会所管の公の施設の事務室等管理規則

でございます。いずれの規則も前回協議させていただいたもので、

生涯学習課、公民館、桜土手古墳展示館、図書館が市民部に移る

ことになりまして、削除等をしたという形になります。 

続きまして、資料№１０－１を御覧ください。報告第１６号に

なります。「秦野市教育委員会職員の勤務時間等の特例に関する

規程の一部を改正することについて」でございます。 

１枚おめくりいただきたいと思います。こちらが臨時代理書に

なります。こちらも、今申し上げました生涯学習課及び図書館が

市民部に移管することに伴いまして、公民館、桜土手古墳展示館、

図書館に勤務する職員に関する項目を削除するために改正したも

のでございます。 

３枚めくってください。報告第１６号資料１がございます。こ

ちらが改正後の別表でございます。そして、１枚めくっていただ

きますと資料２が改正前の別表でございまして、ここにございま

す公民館、桜土手古墳展示館、図書館等を削除したという形にな

ります。 

続きまして、資料№１０－２を御覧いただければと思います。

報告第１７号になります。「秦野市教育委員会事務決裁規程及び

秦野市教育委員会関係施設の防火管理者を定める規程の一部を改

正することについて」でございます。 

また１枚おめくりいただきますと、臨時代理書でございます。

こちらも、生涯学習課及び図書館を市民部に移管することに伴い

まして、図書館及び宮永岳彦記念美術館に関する項目を削除いた

しました。そして、教育機関の長の専決事項を定めるために、秦

野市教育委員会事務決裁規程及び防火管理者を定める規程を改正
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したものでございます。 

続きまして、資料№１１を御覧いただければと思います。報告

第１８号になります。「秦野市教育委員会学校その他の教育機関

の長による補助執行に関する規程を廃止することについて」でご

ざいます。 

１枚おめくりいただきまして、臨時代理書になります。こちら

も、生涯学習課、図書館を市民部に移管することに伴いまして、

教育委員会、学校その他の教育機関の長による補助執行に関する

規程の内容を、市長部局や教育委員会の他の規程に組み込むこと

にしたため、現行の規程を廃止したものでございます。 

以上がオの報告第１５号～第１８号の説明となっております。 

続きまして、資料№１２を御覧いただければと思います。こち

らは、報告第１９号でございます。「秦野市立宮永岳彦記念美術

館条例施行規則を廃止することについて」でございます。こちら

の規則の廃止につきまして、教育長により臨時代理を行いました

ので、報告をさせていただくものでございます。 

１枚おめくりください。臨時代理書でございます。こちらは、

理由にございますとおり、秦野市地方教育行政の組織及び運営に

関する法律に基づく職務権限の特例に関する条例が一部改正にな

りましたので、それによって、文化に関する事務を市長が管理し、

執行することとなったために、教育委員会の規則として制定して

いたこちらの宮永岳彦記念美術館の規則を廃止するという形にな

ります。 

続きまして、キの報告第２０・２１号「協議書の締結について」

でございます。 

まず最初に、資料№１３を御覧いただければと思います。報告

第２０号「補助執行に係る協議」でございます。 

１枚おめくりいただきまして、臨時代理書でございます。やは

りこちらの理由にありますとおり、秦野市長に対して、教育委員

会の権限に属する事務のうち、生涯学習及び図書館に関する事務

を市民部長並びに市民部生涯学習文化振興課及び図書館の職員に

補助執行させることについて、協議の申し入れを行い、本年３月

２３日付けで同意を得たために協議書を締結したものでございま

す。 

続きまして、資料№１４を御覧いただければと思います。こち

らも補助執行に係る協議でございます。 

１枚おめくりいただきまして、臨時代理書でございます。こち

らも理由にありますとおり、秦野市長から、地方自治法第１８０



 7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

教育指導課長 

 

 

 

 

条の２の規定によりまして、教育委員会委員長に対して補助執行

に係る協議の申し入れがありましたので、それを許諾し、協議書

を締結したものでございます。 

２枚めくっていただけますでしょうか。こちらが締結しました

協議書になります。これは、生涯学習課及び図書館が市民部に移

管することに伴い、整理したものでございます。１ですけれども、

「市長の権限に属する事務について、その権限を教育委員会に委

任するもの。」ということで、幼稚園入園料及び保育料の徴収の

減免及び返還に関すること、それから市史編さんに関すること、

公民館条例に基づく使用料の額の決定、変更、使用料の徴収等々

に関することでございます。 

２は、「市長の権限に属する事務について、教育委員会の部長

及び事務局職員並びに教育機関の職員に補助執行させるもの」と

して、（１）は主に予算の執行に伴うものでございます。裏面に

まいりまして、（２）でございますけれども、秦野市立幼稚園入

園料及び保育料の徴収条例に基づく入園料や保育料の額の決定、

変更並びに徴収に関すること。そして、（３）として、総合教育

会議に関すること。 

以上が協議書の中身となっております。 

続きまして、クになります。報告第２２号です。資料№１５を

御覧いただければと思います。「秦野市教育委員会の権限に属す

る事務の補助執行に関する規程を制定することについて」でござ

います。 

１枚おめくりいただきまして、臨時代理書でございます。こち

らも、先ほどからお話ししておりますとおり、市の部等の設置条

例等の一部改正に伴いまして、地方自治法第１８０条の７の規定

によりまして、教育委員会の権限に属する事務のうち、生涯学習

及び図書館に関する事務を市民部長並びに市民部生涯学習文化振

興課及び図書館職員に補助執行させることになりましたので、そ

の補助執行させる事務の取扱を明確にするために新たに制定した

ものでございます。 

以上が報告第１２号～第２２号までの説明でございます。 

私からは以上になります。 

私からは、ケの報告第２３号、資料№１６を使って報告させて

いただきます。秦野市立西中学校運営協議会委員の皆様の報告で

ございます。 

昨年度、正式にスタートいたしました西中学校コミュニティ・

スクール、初年度は非常に多くの成果を上げてございます。その
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教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組も２年目になります。今年度の委員の皆様が学校からお寄せ

いただいた報告によりますと、７番の鈴木様、保護者の方ですが、

この方はコーディネーターとして今年度やっていただくというこ

とで、前ＰＴＡ会長である芦川様に入っていただく。それから、

１１番につきましては、堀川小学校の校長がここで御退職されま

したので、新たな堀川小学校の校長先生のお名前をここに入れて

ございます。 

こういった形で西中学校２年目の学校運営協議会、全国からも

色々な情報をいただいておりますが、この取組を着実に進めて、

全市的に成果を広めていきたいと思っております。 

以上でございます。 

それでは、引き続きまして教育総務課から（３）について説明

したいと思います。資料№１７を御覧ください。資料№１７につ

きましては、「秦野市立幼稚園入園料及び保育料徴収条例の一部

を改正することについて」を御報告したいと思います。 

こちら、理由を御覧いただければと思いますけれども、子ども・

子育て支援法施行令という法律が今年の３月３１日に公布され、

４月１日から施行されました。この改正に伴いまして、私どもの

秦野市立幼稚園入園料及び保育料徴収条例の一部を早急に改正す

る必要が生じたために、地方自治法第１７９条第１項本文という

規定がございまして、それに基づいて市長において専決処分をし

たもので、報告をさせていただくものでございます。これにつき

ましては、今後、本年第２回定例会で議会の承認を求める形にな

ろうかと思います。 

裏面になりますが、今回の改正趣旨でございますけれども、低

所得者の方あるいは多子世帯等の経済的負担の軽減を図るという

形で施行令が改正されまして、利用者負担の上限額に係る特例措

置が拡大されたという形になります。 

具体的に申し上げますと、まず、（１）にございますように、

年収３６０万円未満のひとり親世帯等の方の第１子の保育料につ

いて、今までは秦野市の場合４，９００円や、４，５００円だっ

たりしたところがあるのですけれども、そこが、上限が 

３，０００円になるということで改正いたします。 

それから、（２）でございます。市町村民税の均等割額のみが

課税されている世帯の第２子の保育料ですが、今までは 

１，５００円であったものが無償になるという形での改定になり

ます。 

この改正によりまして該当する方が、今の状態ですと合計で４
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人、月額で６，０００円影響する。これを年換算すると 

７万２，０００円前後の収入が減るという形になりますけれども、

これは保護者負担の軽減だという形で改正いたしましたので、御

報告という形になります。 

こちらが（３）の説明になります。 

続きまして、資料№１８を御覧いただけますでしょうか。園児、

児童、生徒及び学級数についてということで御報告させていただ

きますけれども、教育総務課からは、園児数等について御報告を

させていただきたいと思います。資料№１８を御覧ください。 

まず、表の１としまして上段に市立幼稚園９園の園児数が記載

してございます。平成２９年度の合計欄でございますけれども 

７７５人、平成２８年度が８４４人でございましたので、６９人

の減という形になります。これは、差引の右側の欄に増減の内訳

がございます。１０人以上減っているところが、南幼稚園、東、

大根、みなみがおか、ほりかわの各幼稚園となっております。逆

に増えているところが、西、上幼稚園という状況になってござい

ます。 

続きまして、同じページの真ん中のところ、２でございます。

市立のこども園５園、これは１号認定の部分になりますけれども、

旧幼稚園部分の園児数でございます。一番下の欄が合計でござい

ます。平成２９年度は３４９人、前年度、平成２８年度が３７５

人でございましたので、２６人の減となっているところでござい

ます。学級数につきましては、幼稚園で１学級増えておりますけ

れども、こども園では２学級減っているという形になります。 

２ページ目、裏面でございますけれども、御覧いただければと

思います。こちらが各園別の学級数、園児数でございます。左側

が平成２８年度、右側が平成２９年度になっております。網かけ

しているところが、それぞれ幼稚園、こども園の計の欄となって

おります。そして、この欄の一番下、合計がございます。合計の

平成２９年度の計のところ、網かけの下になりますけれども、平

成２９年度の園児数でございます。４月１０日現在になりますが

１，１２４人ということで、その右側のところを見ますと就園率

というところがございます。就園率につきましては４４．６％と

いうことで、前年が４７．１％でございましたので、２．５ポイ

ントほど減っているという状況になります。 

今回、今申し上げたように、この報告は４月１０日現在でござ

いますので、学校基本調査は基準日が５月１日になりますので、

また次回の教育委員会会議には確定した５月１日現在のものを御
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報告したいと思っております。 

教育総務課からは以上になります。 

同じ資料№１８の２枚目を御覧いただきたいと思います。平成

２９年度４月５日時点での秦野市立小中学校の児童・生徒数及び

学級数について御報告させていただきます。 

最初に、一番上の表になります。普通学級ですけれども、小学

校は児童数７，８９５、学級数が２５８でございます。昨年５月

１日に比べまして、差引欄のとおり、それぞれ１２４人、２学級

の減となっております。中学校につきましては生徒数３，９０９、

学級数１１２で、同様に８７人、３学級の減ということでござい

ます。 

また、特別支援学級につきましては、小学校で児童数が２９３、

学級数５６、１７人、４学級の増。また、中学校では生徒数１１

６、学級数２６で、１５人、１学級の増となっております。 

なお、学級数の増減の内訳につきましては、備考欄記載のとお

りでございますので、御確認いただきたいと思います。 

次に、真ん中の表になります。外国人の在籍状況でございます

が、小学校が１４４人で１７人減、中学校が９５人、７人の増と

なっております。国際教室設置校の状況は、記載のとおりでござ

います。 

最後に、一番下の通級学級の状況でございますが、学級別の  

数、増減は記載のとおりでございます。全体で昨年に比べて１人

増の８２人となっております。 

なお、４月５日現在、各学校別の児童・生徒数、学級数につき

ましては、裏面のとおりとなっておりますので、お目通しいただ

きたいと存じます。 

以上になります。 

教育指導課・研究所より、（５）スクールライフサポーター事

業について、資料№１９から、教育研究所の（８）教科学習支援

員、資料№２２までを報告させていただきます。 

まず、資料№１９「スクールライフサポーター派遣事業につい

て」ですが、この事業は、平成２１年度から県の教育委員会で始

められた事業で、各学校の要望に応じまして、事前研修を受けま

した大学生が、ボランティアとして各学校で活動するというもの

でございます。 

資料の１の趣旨の最後にありますが、昨年度までは正式には小

学校だけの派遣でしたが、試行期間を経まして、このたび中学校

へも正式に派遣が決まったという内容でございます。それに伴い
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まして、県教育委員会と市教育委員会が、改めてこの３月に協定

を締結いたしました。 

資料を１枚おめくりいただきまして、実施要綱の第２条にあり

ますとおり、３月末に内田教育長に協定書に御署名をいただいて

ございます。本市では、後ほど紹介させていただきます東海大学

との連携事業である教科学習支援に多くの大学生が学校現場で御

活躍いただいておりますが、その東海大学以外の学生さんが主で、

教育実習前に学校現場の経験を積む貴重な体験の機会となってお

ります。 

続きまして、資料№２０「平成２９年度学校教育関係事業につ

いて」を報告させていただきます。 

例年ですが、大変多くの事業を展開させていただいております。

変更点、要点を絞って報告させていただきますので、御理解いた

だければ幸いでございます。 

まず、１ページ目、幼小中一貫教育関係施策につきましては、

（１）研究推進委託事業になりますが、幼小中一貫教育研究委託

事業、平成２３年度から取り組んでいる内容になります。昨年度、

リーフレットの作成と報告書の作成に取り組みまして、既にリー

フレットは来週中には出来上がる予定となっています。昨年度、

市内全児童・生徒、保護者、地域の方々の一部ですが、アンケー

トをとった結果、保護者や地域の方への浸透度が課題の一つと浮

き彫りになってまいりました。出来上がったリーフレットにつき

ましては、推進委員会の中でも御意見をいただきまして、ＰＴＡ

総会、子どもを育む懇談会、市Ｐ連総会などで、可能な限り指導

主事自ら出向いて活用してまいりたいと計画しております。また、

報告書につきましても、５月の教育委員会会議では報告できると

考えております。 

続きまして、下から２番目になります特色ある学校づくり研究

委託事業ですが、昨年度から上小学校に取り組んでいただいてお

ります。御承知のように、タブレットを４０台導入いただきまし

て、上小学校では、まず、朝のドリル学習に導入しました。「朝

タブ」というニックネームをつけまして、子どもたちに大変定着

しております。今年度末にはまた何らかの形で報告できると考え

ております。 

ページをめくっていだたきまして、教育研究所調査研究事業に

なります。 

まず、１点目の幼小中一貫教育外国語推進研究部会ですが、今

年度新たに立ち上げまして、小中学校の先生方と教育研究所が一
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体となって、より良い授業づくりに向けての外国語活動、英語科

の研究を進めることにしております。研究部会の中では、上智大

学短期大学部や東海大学との連携をさらに進めまして、子どもの

興味関心が高められるような指導方法、または補助教材の活用に

ついて研究を深めていきたいと考えております。既に秦野市では、

特色ある教育活動として、発達段階に応じた異文化体験または外

国語活動を主とした交流行事が様々な形で展開されております。

こうした地域の教育財産を生かした取組をさらに充実させていき

たいとも考えてございます。 

続きまして、教育指導関係事業、（１）会議・委員会、３ペー

ジになります。 

下から３番目に教育支援委員会というものがございます。御承

知のように、昨年度、障害者差別解消法の施行等もございまして、

県の就学指導委員会も名称変更がございました。年度途中の変更

は混乱を来すという判断で、今年度より、秦野市では「教育支援

委員会」に名称変更をさせていただきます。 

続きまして、４ページになります。中学校運動部活検討委員会

です。以前、様々な部活動の課題の検討を行ってまいりましたが、

一時、落ちついたということで休止をしておったのですが、御承

知のように、文部科学省でこの３月に外部指導者の単独引率を認

めていくという省令改正をしてございます。部活動は、技術指導

だけではなくて、教育活動の一環として行っているわけですので、

このあたりで課題がないか、学校現場で緊密に連携して対応する

必要があると考えております。既に担当の指導主事が中学校体育

連盟の理事長と情報交換を始めておりますが、昨年度からこうし

た動きも耳にしておりましたので、本市では、部活動顧問派遣事

業、それから部活動協力者派遣事業の２つの事業の統合を視野に

入れながら、教職員の負担軽減と部活動の活性化が両立するよう

に、丁寧にこの委員会で検討してまいりたいと考えております。 

続きまして、（２）の推進事業になります。 

この中には、教育指導助手派遣事業、ページの右側に特別支援

学級介助員事業の２つの事業がございます。今、私が４ページの

「小学校教育指導助手」と言いましたが、今年度より名称変更し

まして「小学校教育支援助手」という形で、先ほどの教育支援委

員会と同じように、「指導」ではなくて「支援」という形で、寄

り添った支援ということで考えてございます。この２つの事業に

つきましては、予算が厳しい中ではございますが、教育長にも御

尽力いただきまして、本年度も介助員は４名、教育支援助手に関
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しては１名の増員をしてございます。学校のニーズに応えようと

いうことで努力をさせていただきました。事業が円滑に回るよう

に、学校現場と緊密に連携を図ってまいりたいと考えております。 

続きまして、コミュニティ・スクール実践研究事業です。今年

度は堀川小学校に新たに指定校を受けていただきます。後ほど協

議事項の中にも入ってございますので、ぜひ御協議いただきたい

のですが、昨年度から取り組んでいただいている西中学校は、地

域と一体となった活動で大きな成果を上げてまいりました。本年

度新たに堀川小学校も指定校ということで、それ以外に研究実践

校としまして、渋沢中学校、西小学校ということで研究を深めて

まいりたいと考えております。 

続きまして、６ページにまいります。地域ぐるみの学校安全体

制整備推進事業になります。御承知のように、他市町の事例です

が、今年３月、こども園に不審者の侵入がございまして、適切に

対処して未然防止に努めたという件や、千葉で、登校途中の女子

児童が痛ましい事件に巻き込まれたということもございます。今

年度もスクールガード１名、神奈川県警のＯＢの方に就任いただ

いております。非常にエネルギッシュでフットワークの軽い方で

すので、ぜひとも学校で積極的に活用し、未然防止に役立ててい

ただきたいと考えてございます。 

続きまして、（３）委託事業です。 

この中では、教育委員の皆さんに毎年御参加いただいているの

ですが、特別支援学級学習交流会、通称「のびゆくみんなの交流

会」です。昭和６０年度から行っている事業ですが、本年も１１

月１０日に実施させていただく予定です。私も昨年参加させてい

ただきましたが、秦野総合高校より多くのボランティアの方の派

遣を受けておりまして、会の充実を図っております。大分人数が

増えていて、教育長からも、安全管理の面でどうなのかという御

意見をいただいているところですが、諸般の事情もございますの

で、本年度も総合体育館で実施し、安全管理に努めてまいりたい

と考えております。 

続きまして、７ページ、子どもの学びを高める事業研究です。

平成２６年度から実施しておる事業です。今年度は４年目を迎え

るということで、新たに大根小学校、末広小学校、南が丘中学校

の３校に研究を受けていただいてございます。校長会等でお話を

させていただくと、非常に多くの校長先生方から、ぜひうちもや

ってみたいということで、こちらで指定させていただくには調整

に大分苦労したのですが、やはり学校現場の熱の表れではないか
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と考えております。 

また、ここには記載してございませんが、本年度新たに学力向

上の取組としまして、県の学びづくりという大きな研究の指定を

秦野市で受けさせていただきます。本町中学校区にこの事業研究

を受けていただく予定になっておりまして、今年度は本町小学校

に研究拠点校として検討を進めていっていただきたいと考えてご

ざいます。学力向上は大変大きな課題となっておりますので、こ

うした事業を活用しながら、学力向上につなげてまいりたいと考

えてございます。 

続きまして、３番のいじめ・不登校・暴力行為等対策関係事業

になります。 

先ほどの教育長の御説明の中にもありました、いじめを考える

児童・生徒委員会を年４回実施しております。今年度につきまし

ては５月７日の１回目を皮切りに、６月、８月、１１月と年４回

実施を予定しております。１１月には、地域の方も交えて話し合

い活動ということで啓発活動を展開しておりますので、お時間が

あります場合には、ぜひ御参加いただきたいと考えております。 

また、一昨年は第３回目を１０月にやっておったのですけれど

も、２学期はどうしても重大事案が全国的に発生するということ

で、昨年から６月に前倒ししまして、２学期の初めにＳＯＳカー

ドを配るという子ども目線に沿った活動を展開しまして、手応え

を感じております。今年度も引き続き６月に実施させていただい

て、２学期の初めの重大事項の未然防止に役立てていきたいと考

えてございます。 

続きまして、その２つ下になりますが、児童・生徒指導担当者

会兼秦野市いじめ問題対策連絡協議会。これは昨年９月、いじめ

対策基本法に基づきまして新たに設置した連絡協議会になりま

す。昨年度、教育長会議でいじめ対策のための申し合わせ事項と

いったものも出されております。本年度も緊張感を持って対応し

ていきたいと考えています。 

続きまして、（２）の推進事業になりますが、いじめ対策等巡

回教育相談事業です。今年度も引き続き文部科学省から補助を受

けまして、対策の強化に充てております。臨床心理士を派遣して、

いじめ問題への適切な対応というのは、横浜市のいじめ事案に関

しても同じような報道等がございました。本年度も臨床心理士を

適宜活用して、いじめ問題への対策に充てていきたいと考えてい

ます。 

続きまして、自立支援教室事業になります。こちらに関しても
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学校からの要請が大変多く、特に最近の傾向としましては、小学

校低学年の対応が増えてございます。今年度は新たに工夫して派

遣時間を増やしてございます。昨年同様、スクールソーシャルワ

ーカー、通称我々は「ＳＳＷ」と呼んでおりますが、チームの支

援体制を整えて対応していきたいと考えてございます。 

９ページになります。教育研究事業でございます。１番目の実

施研究論文募集ですが、昨年度、片山委員から、「ちょっと寂し

いね」というお話もあり、２本だけだったわけですが、今年度は

様々な仕掛けをさせていただきまして、今のところ５本、先生方

に自主研究に参加していただく予定となっております。 

その下が、はだのっ子アワード事業になります。文芸部門です

が、昨年度、はだのっ子アワード実行委員会の中で文芸部門につ

いて見直しという意見が出てございます。今年度１回目の委員会

で再度調整をさせていただきたいと考えています。 

また、体験活動部門ですが、一昨年から東公民館に御協力いた

だいて体験部門講座を開催していただきました。私も１回目に参

加させていただいたのですけれども、今年も生涯学習文化振興課

長にいろいろお願いして、公民館長会でもお話をさせていただき

本年度も体験部門の充実を図ってまいりたいと考えております。 

続きまして、１１ページになります。教育支援教室運営事業で

す。「いずみ」の内容になります。後ほど詳しく説明させていた

だきたいと思っておりますが、東海大学等より、引き続きスーパ

ーバイザーをお招きして支援の充実を図ってまいりたいと考えて

おります。 

続きまして、資料№２１、運営要領、「いずみ」の入室の流れ

がまとめてございます。 

先ほどお話しましたように、スーパーバイザーから本年度も

様々な助言をいただいております。せっかく入室しても通室が続

かないという状況がかえって問題や課題を複雑化、長期化させて

しまうといった懸念もございますので、今後も引き続き丁寧に対

応してまいりたいと考えています。教育委員会の中でも、教育指

導課と研究所で不登校に関する相談、一応分担が決まっておりま

す。教育指導課の担当指導主事が「いずみ」の入室に関して対応

していく。それから、研究所の担当指導主事が、運営に関して担

保していく。役割分担を明確にして、適切な運営に繋げてまいり

たいと考えております。 

「いずみ」に関しては以上になります。 

では、資料№２２になります。「平成２９年度教科学習支援に
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ついて」になります。 

この事業は、先ほどスクールライフサポーターのところでも触

れましたが、大学生が学校現場に行ってボランティアとして学校

を支援していただく制度になります。例年、東海大学に全面的に

バックアップをいただきまして、学校現場からの要望が大変強く、

派遣効果も非常に高い。特に小学校現場から強い要望が寄せられ

ております。特に若い学生の方々が生徒に接することは、関係性

が非常に密になってくるということで、子どもたちの学習、中学

校であれば部活動、そういった生活に向かって前向きに生活でき

るようになることを狙いとしております。 

昨年度末、東海大学と教育委員会で、反省及び課題については

協議する場がございました。東海大学からは、教職志望の大学生

からも、とても良い経験になっているという前向きな評価をいた

だきました。東海大学では、いずれ授業の一環として、単位とし

てお考えいただいているということも情報としていただいていま

す。今年度も既に、一昨日ですか、私も出向きまして説明をしま

したが、１００名以上にもわたる学生さんで非常に熱気あふれる

説明会になりまして、私どもも大変期待しているところでござい

ます。 

以上でございます。 

説明の前に、先ほど臨時代理の報告にもありましたけれども、

図書館とともに新年度に市長部局に移管しまして、文化行政の一

本化ということで、名称も「生涯学習文化振興課」と変更になり

ました。しかし、これまでどおり、社会教育の文化財などの教育

委員会の権限に係る事務も担当しますし、事務所も教育庁舎内に

ありますので、引き続きよろしくお願いします。 

それでは、行事の御案内になりますけれども、資料№２３「桜

土手古墳展示館 春季特別展」について御説明いたします。 

郷土の歴史学習の場でもありまして、埋蔵文化財など文化財資

料を所蔵する市内唯一の博物館である桜土手古墳展示館では、春

と秋の２回、特別展示を行っています。お手元の資料には来場者

に配布するカラー刷りのリーフレットもございますが、これを見

ていただくとわかるとおり、春の特別展は、歴史を学び始める小

学校６年生にも理解できる内容にしていこうと企画しておりま

す。今回は６月３０日まで、昭和３０年代に実際に使われていた

生活用品や暮らしの様子を捉えた写真など約１１０点を展示いた

しまして、高度経済成長期にあわせて大きく変貌した昭和の秦野

の姿を紹介してまいります。展示自体は４月１日から始まってお
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望月委員長 

片山委員 

望月委員長 

 

りますが、昨日までで３，８００人余りの来場者がございました。 

あと、展示会には、市内外の小学校などから見学に訪れていた

だいております。今月は１０日に堀川小学校の３年生、１３日は

大根小学校の６年生に、見学に来ていただき、今後も西小学校、

南が丘小学校、それから小田原市の富士見小学校の６年生も見学

する予定になっております。 

説明は以上でございます。 

それでは、私からは、（１０）の「こどもの読書週間」につい

て、報告いたします。資料№２４を御覧いただきたいと思います。 

本年も４月２３日から５月１２日まで「こどもの読書週間」と

いうことで、資料２番目の概要のところに記載のとおり、（１）

の「本のおたのしみ袋」から、裏面の（６）の「おはなし会」ま

での６つの行事を実施いたします。 

資料の２枚目は「こどもの読書週間」のチラシでございます。

なお、２２日は土曜日ですので、一部の行事につきましては、２

２日土から実施します。 

私からの報告は以上です。 

それでは、報告事項が年度初めということで非常に多いので、

区切って御質問、御意見等を受けたいと思います。まず、（２）

の臨時代理の報告について、イ、ウ、エ、オ、カ、キ、ク、ケ、

ここまで一括して受けたいと思います。色々と法規上のこともあ

り大変ですが、御質問、御意見等がありましたらお願いいたしま

す。 

中学校の修学旅行があるのですけれども、これは行き先が色々

と変わっているのですが、長野に行くというのはどういう目的な

のか、教えていただけますでしょうか。 

今まで京都、奈良、大阪方面が主だったのですが、人数等の関

係で様々な課題があった時期もございます。そうした中で修学旅

行のあり方について、保護者も含めて様々検討した結果、その学

校の今までの様々な課題を解決するためには、バスで長野に行っ

て、自然体験を含めた体験学習をしていくのが望ましいだろうと

ＰＴＡとも連携して行ったところ、非常に効果が高かった。様々

な諸課題についてもスムーズに解決したということで、現在の形

になってございます。 

よろしいですか。 

はい。 

様々な諸課題という言葉を使ったのですが、生徒指導などで大

分御苦労されたのは７～８年前ですかね。 
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望月委員長 

 

 

 

飯田委員 

もっと前でしょう。何年かはちょっとわかりませんが。 

本町はずっとここなのですか。 

大分前からそういった試みをしまして、非常に効果が高かった

ので、引き続き、この後も、と考えています。 

例えば、日程上、鶴巻中学校が広島、大阪、奈良、広島まで足

を延ばすのは大変なのだという話もあります。先ほど指導課長が

言いましたように、行先を長野とした様々な諸条件というのは、

学校の中での子どもたちの行動やら何やらという問題があって、

バスで行動をとることになった。そういうことを踏まえて、今か

ら十数年前からになりますかね。 

鶴巻ですか。 

いや、本町中学校が長野になったのは。 

古屋校長先生の時ですか。 

いや、もっと前だったと思います。 

もっと前ですか。では、１０年くらいかな。 

そういう形になったということですね。昔は、中学というと関

西と言ったのですけれどもね。それで、京都、奈良。今、京都、

奈良とか長野や広島などになりました。 

全国的に見ても、こういう体験学習を中心とした内容、日本の

文化と史跡等を学ぶ京都、奈良、それから、平和学習の一環とい

うことで、鶴巻中学校の広島など、大体この３つぐらいのコース

が多いですね。 

今課題になっていますが、教育長協議会の理事会で文部科学省

の説明があるのですが、福島の修学旅行をぜひ選択してくれとい

う話があって、福島の修学旅行のバス代を補助するという制度が

あります。ですから、実態として、例えば冬はある程度増えては

いるようなのですが、やはり現場のほうになりますとやるという

わけにはいかなかった。その補助制度にのっかることによって全

体費用を圧縮できるという形が出てくればいいですが、そこまで

の補助では。 

それは福島限定ということですか、東北全体ではなくて。 

はい。東北でなく、福島県へということ。震災の後の復興の意

味を込めたのですね。 

なるほど。 

私たち教育委員は南三陸町へ行かせてもらいまして、大変参考

になりました。今の話は福島限定ということですね。 

他にどうでしょうか。 

資料№１６の西中学校の運営協議会委員ですけれども、ちょっ
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と確認なのですが、今度、今までやっていた芦川さんがまた協議

会に戻られると聞いたのですが。 

そのような形で伺っております。 

それで、鈴木さんはコーディネーターという形で、運営委員会

にはそのままされる。わかりました。 

よろしいでしょうか。 

はい。 

西中学校は去年から始めたのですが、非常にこの運営協議会の

メンバーが前向きに考え熱心です。西中学校の教育活動を豊かに

しようという考え方と西中学校が良くなることは、西地域も良く

なるだろうという考え方で、良い雰囲気の中で協議会が進められ

ているのではないかという印象を持っています。ですから、引き

続き、基本的には同じメンバーでいくのがいいのかなと思ってい

ます。ＰＴＡの場合は、これはもうやむを得ないですね。 

他にどうでしょうか。 

資料№１９のスクールライフサポーター派遣事業についてです

が、これは、東海大学の学生以外を主に対象にしているというお

話でしたが、今年から中学校への派遣を開始するということで、

今まで小学校だけで何名ぐらいの学生が活動されていたのか教え

てください。 

ちょっと待ってください。それは後にしましょう。 

まずはイからケで、もしまだあればどうでしょうか。 

資料№８の幼稚園入園料・保育料の変更について、減免されて

いるのは大変良いことだと思っているのですが、第１号様式とい

う中で延滞金が「年５パーセントの割合」と書いてありますね。

これは、秦野市を全体を通してこういうパーセンテージというも

のは統一されているのでしょうか。今の利息などよりずいぶん高

いな、という印象を受けたのですが。 

これにつきましては、ちょっと今手元に資料がございませんが、

法律に基づいた形の中で５％にさせていただいていると考えてお

ります。 

他にどうでしょうか。 

民法上、確か５％と書いてあります。 

他にありますか。 

秦野市教育・保育施設運営法人選定委員会規則とありますね。

そこに委員の構成が９人とありますが、（１）学識経験者、（２）

が幼稚園の保護者その他関係者とあるのですが、その他関係者と

いうのは、例えばどんなイメージがあるでしょうか。 
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その他関係者という形の中では、保護者というのはＰＴＡの関

係者で、後は、税理士さんとかといった方々を考えております。 

わかりました。 

他にどうでしょうか 

―特になし― 

それでは、まだたくさん案件がありますので、次に行かせてい

ただきます。（３）から（１０）まで、御質問、御意見がありま

したらお願いいたします。 

先ほどの髙槗委員のスクールライフサポーターについて、教育

指導課長、お願いします。 

この取組は全県的な取組になりますので、正確な数字は今ちょ

っとないのですが、たしか５～６名とか、そんなに多くない人数

だったと思います。やはり本市では、東海大学の学生さんが非常

に多く支援していただいていて、学校現場もそちらのほうに多く

要望を上げているという状態があります。 

それから、このスクールライフサポーターは、教職志向、教員

志望のオン・ザ・ジョブ・トレーニング、学校の先生になる準備

という部分もございますので、フレッシャーズキャンプですとか、

そういった教員養成の県教委の仕組みの一つとして取り組んでお

りますので、なかなかその辺りは、ハードルが少し高い部分とな

ります。 

以上でございます。 

秦野市としては、小学校が今までありましたね。では、県のほ

うには要請はしていないということなのですか。中学校も、東海

大学で今色々と連携、活動がありますので、引き続きそちらの方

でやるという理解でいいですね。 

他にどうでしょうか。 

今のことに関係があるのですけれども、スクールライフサポー

ター、資料№１９と資料№２２の学習支援員とは、１９のスクー

ルライフサポーターというのは生活面で、２２の学習支援員とい

うのは、学習面も見るという認識なのですか。 

学校現場では様々な要望がございます。考え方としては、教科

学習支援はその名称どおり、学習を中心に行っていく。ただ、ず

っと学習というわけでもありませんので、中学校に行く場合には、

部活動の支援ですとか、国際理解級のお子さんの支援ですとか、

支援級のお子さんの支援ですとか、そういった様々な学校現場の

要望に応じて、適宜、弾力的に運用しているのが教科学習支援員

ということになります。基本的には学習支援がメインになります。 
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他にどうでしょうか。 

平成２９年度の児童・生徒数及び学級数についてですが、つい

最近、ベトナム籍の小学生がああいう殺人に遭うという痛ましい

事件が発生しました。我々はあれをテレビで見るたびに心を痛め

ているわけですが、本市では外国籍の児童・生徒、ここに２３９

とあるのですが、具体的には国籍はどのようになっているでしょ

うか。 

外国人の在籍児童・生徒ですが、今お話がありましたように小

中合わせて２３９人となっています。多い順に御披露しますと、

ペルーの方が小中合わせて５４人、続いてブラジルの方が４９人、

ベトナムのお子さんが３９人、それからラオスとカンボジアが同

数で１５人、続いて中国が１４人と、多いところではそんな状況

になっています。 

ラオス、カンボジアは１５人ですか。 

はい。１５人ずつですね。 

そうすると南米系がやはり多いですね。 

そうです。 

今、特段何か学校現場ではそういう外国籍の児童でトラブルが

ありますか。 

実は、外国籍の児童・生徒の支援につきましては、本市では上

智大学の短期大学部に以前から手厚い支援をしていただいていま

して、先日も、本市ではカレッジフレンド、コミュニティフレン

ドといった事業で御支援いただいて、打合わせに行ったのですが、

以前よりは大分国際理解、文化交流が進んでいまして、そういっ

た長年の取組で大きなトラブルがあるということはありません。

ただ、時節柄、どうしても経済状況に左右されて児童・生徒の移

動がございますので、引き続き注視してまいりたいと思っており

ます。 

以上です。 

他にどうでしょうか。 

東海大学の最近の教員の合格率は大変高くなっています。大学

の指導だけではなくて、こういう秦野市と連携しながら学生を引

き受けて、学生は学習指導、生徒指導など実務的なものを学んで

います。言うなればウイン・ウインの関係ではないかと思います

が、東海大学も良かった秦野市も良かったりということで、是非

これはこれからも伸ばしていただきたい事業だと思っていまず。 

「いずみ」の件で、先生以外の支援員ですね、この支援員さん

の勤務体系はどのようになっていますか。 
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基本的には、特定職員ということで常勤という形なので、勤務

時間は９時半から５時１５分と。昨年度、家庭の事情等ありまし

て、今まで３名いた支援員が２名お辞めになられて、今年度は２

月に募集させていただきまして、新たに２名採用させていただき

ました。いずれも教職経験のある方、プラス秦野市で今まで指導

助手をやられていた方で、ぜひやってみたいと前々から思ってい

て、募集があればぜひ応募してみたいといった方１名ずつ入って

いただいています。 

以上でございます。 

他にどうでしょうか。 

「こどもの読書週間」の活動を見ると、非常にアイデアに富ん

で多種多様なプログラムを組んでいて、大変子どもたちも食いつ

くような内容ではないかと思いますが、せっかくここまで苦労し

て、場の提供、内容の工夫に努めているのですが、幼稚園あるい

はこども園、学校等への周知方法はどんなふうにしているでしょ

うか。 

まず、全体としては、広報はだの４月１５日号とホームページ

に記載しています。 

それから、「こどもの読書週間」のチラシとポスター、それと

文部科学省作成の啓発用ポスターを公民館、小学校、幼稚園、保

育園、こども園、児童館に配布、中学校は啓発ポスターを、その

他、文化会館、体育館等にも協力をお願いし、啓発を図っていま

す。 

多くの小学生、中学生が参加してくれると嬉しいですね。 

他にどうでしょうか。 

「いずみ」に関することですけれども、外部人材による支援で

メンタルフレンドとあるのですが、これは今までの東海大学の学

生とかとは違うと思うのですが、これはどのようにして集められ

ているのですか。 

先ほどスーパーバイザーの方、東海大学の先生に入っていただ

いていると申しましたが、当然こういった教室ですので、心理に

詳しい先生に入っていただいております。そこのゼミの学生さん

でカウンセラーを目指しておられる方にお声かけをして、特別な

御配慮で入っていただくという形になっています。 

なるほど、了解しました。 

他にいかがでしょうか。 

学力向上対策で県の研究指定を受けて本町小学校がやるという

ことですが、学力向上についてはどこの市町村も大きな課題とし
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て、その対策を色々と考えられていますが、こういう機会を有効

に生かせれば良いと思います。 

今はまだ始まったばかりですが、現在のところどんなような予

定で、どんなようなことを中心にやっていくということが、もし

分かっていましたら、教えてください。 

実は、本町小学校は以前から学校研究を非常に熱心にやってい

ただいております。東京学芸大学の先生に何年か前から御指導い

ただいていまして、今年の２月にも校内の研究発表大会をやって

ございます。その時に私ども指導主事も参加させていただきまし

たが、基本的には、主体的、対話的、深い学びという次の学習指

導要領改訂に向けた、主に国語科の研究での学び合い学習という

ような形で進んでございます。文教福祉常任委員会の委員の皆様

にも参加いただきまして、その１名の方、副委員長の方ともお話

をしましたが、子どもたちが授業に生き生きと取り組んでいる姿

に大変驚かされたというような評価をいただいています。 

それから、この学びづくりにつきましては、県の教育委員会の

施策でもございます。ただ、本市でも、実は県の教育委員会の指

導ベースでは横浜国立大学との連携を深めているわけですけれど

も、本市でも、今年度、学力・学習状況調査の検討委員会の中に

横浜国立大学の先生に新たに検討委員に、学識経験者として入っ

ていただきまして、より密接に連携しながら学力向上に繋げてい

きたいと考えています。 

以上です。 

そういう大学の研究者とともに、指導課と連携しながら、学力

向上に繋げていただければと思います。 

他にございませんか。 

―特になし― 

それでは、次の協議事項に移りたいと思います。 

協議事項（１）の平成２９年度教育委員会教育行政点検・評価

について、お願いします。 

それでは、協議事項（１）について御説明申し上げます。資料

ですけれども、右上に「協議事項（１）」と書かれたものをお開

きください。今年度、平成２９年度の点検・評価をするに当たり

まして、その実施方法及びスケジュールについて協議をいただく

ものでございます。 

まず、１ページ目の１、実施方針等についての（２）点検・評

価の対象ということで、対象につきましては、平成２８年度にお

けます「教育委員会の活動状況」及び「主要施策」のうち、抽出
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した事業について点検・評価を行うということを考えております。 

また、（４）の点検・評価の進め方でございます。まず、事務

局各課等による自己評価を行い、次に学校教育関係者、生涯学習

関係者、それから教育関係者の７名の点検・評価会議において点

検・評価をいただきまして、さらに総合的な評価ということで、

学校教育関係あるいは生涯学習関係、それぞれの学識経験者の方

に総合評価をいただいて、最終的には教育委員による点検・評価

を行うという形で、例年と同じような形で進めていきたいと考え

てございます。 

１ページ下段の２になりますけれども、総合評価について記載

してございます。 

１枚めくっていただきまして、２ページ目の上段になります。

昨年度、平成２８年度と同じような構成で教育行政点検・評価会

議委員の案を示してございます。このような形で進めていければ

と思っております。 

続きまして、真ん中辺り、イとして評価の流れという形で、こ

れは、この点検・評価会議の開催予定を例年と同じように３回程

度予定しているという形になります。 

それから、（２）になりますが、総合評価として、イの評価者

という形になりますけれども、学識経験者の総合評価という部分

で、昨年度、学校教育関係者あるいは生涯学習関係者、右のペー

ジの上段に参考として書いてございますが、今年度につきまして

は、総合的な評価をしていただく学識経験者の方は未定でござい

ますが、昨年お願いした先生の御意向等を確認しながら進めてい

けたらと考えているところでございます。 

それから、点検・評価のシートについてでございますけれども、

昨年の会議等の中でいろいろ御意見をいただきましたので、現在、

事務局でその辺りを調整いたしているところでございます。今後、

１回目の点検・評価会議の中で意見等を踏まえて決定していきた

いと考えておりますので、御了解をいただければと思っておりま

す。 

最後のページ、４ページ目になりますけれども、全体のスケジ

ュールを記載している表になります。 

５月中旬にまず第１回の点検・評価会議を開催いたしまして、

５月中旬ぐらいから、事務担当課あるいは部長が点検・評価のシ

ートづくりを実施いたします。また、５月の定例教育委員会会議

で教育委員会の活動状況については協議をお願いしたいと予定し

ております。 
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そして、６月上旬に評価会議を行い、７月上旬の評価会議で評

価を終わりにいたしまして、７月中に学識経験の総合評価、そし

て、８月上旬に教育委員の評価ということで学習会を実施し、８

月２５日の定例教育委員会会議の中で議案として提出させていた

だき、９月の市議会定例会へ配付していくという流れで平成２９

年度、今年度の点検・評価を実施していきたいと考えております。

よろしくお願いいたします。 

一番最後の今後のスケジュールを御覧ください。５月２４日、

教育委員会の活動状況等について協議、それから７月の教育委員

会会議の２１日、点検評価シートの内容について協議、８月２５

日が議決、それで議会に出すということですね。 

はい。 

そうすると我々の分担は、次回あたりになりますか。 

はい、その辺で、来月あたりにお願いしたいと思っております。 

はい。よろしくお願いします。 

何かこの件について、御質問、御意見ございますか。 

―特になし― 

それでは、その他に入ります。 

（１）平成２９年度特定規模電気事業者（ＰＰＳ事業者）によ

る電力供給についての説明をお願いします。 

それでは、資料に綴ってございます「その他（１）」と書かれ

たものを御覧いただけますでしょうか。「平成２９年度特定規模

電気事業者（ＰＰＳ事業者）による電力供給について」、こちら

は教育総務課と生涯学習文化振興課の２つの課にまたがりますけ

れども、まとめまして私から説明させていただきたいと思います。 

教育施設の小・中学校、そして公民館で使用しております電力

供給についてでございます。今年度は４月５日に入札を実施いた

しました。その落札結果について御報告させていただきます。毎

年７月１日から翌年６月３０日までの１年間を契約期間といたし

まして、電力供給を入札によって事業者を選定しているところで

すが、御承知のとおり、電力供給の自由化ということで、それに

伴う特定規模事業者ということで、３年ぐらい前からこのような

方法をとっているというものでございます。 

今年度につきましては、真ん中の３、落札結果ということにな

りますけれども、小・中学校につきましては、エネサーブ株式会

社というところが落札しております。一番右側の削減率ですけれ

ども、東京電力の電気料の積算に比べまして約２２．８％減とい

う形に考えております。 
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その下の公民館につきましても、落札がエネサーブということ

になっております。一番右側の削減率ですが、こちらは１８．３％

ということで、従来料金と比べまして２０％程度安い電気料金と

いう形になっております。先ほど申しましたように、平成２９年

７月から来年の６月まで、こちらで１年間電力供給をお願いする

という形になります。 

以上でございます。 

何か御質問、御意見がございますか。 

―特になし― 

では、次に移ります。要望書について、お願いします。 

それでは、要望書が今回２つ綴ってございますが、１つ目の要

望書でございます。資料を御覧いただければと思います。 

本年３月３１日付けで神奈川市民オンブズマンから、「開かれ

た教育委員会議を求める要望書」という送付を受けておりますの

で、御報告いたします。 

これは、昨年１１月から１２月にかけまして、神奈川市民オン

ブズマンが県内３４の教育委員会に教育委員会会議、会議録等の

調査を行っております。そして、その調査結果がまとまり、評価

ができたということで送付されたもので、その送付された資料の

中で、この要望書が合わせて送付されてきたという形になってお

ります。 

この要望書の次に、調査結果及び評価については送られており

ますので、後ほどお目通しいただければと思っております。 

１枚目の要望書の要望項目というところで、①から⑨の９項目

示されておりますが、本市については大部分で達成しているとこ

ろということでお話ができると思います。 

以上でございます。 

私からは、その他の（２）「２０１７年度における公正な教科

書採択のための提言」、日本出版労働組合連合会から要望書を３

月２２日付けで寄せられたもので、受け取ってございます。 

主なポイントというものがございますが、御承知のように、今

年度は小学校道徳の教科書採択の年になります。ポイントが４つ

ほどございますが、公開性、現場の意見尊重、説明責任、意見を

広く募集する、こういったことが書いてございます。本市でも、

言うまでもなく公正な教科書採択が実現できるよう配慮してまい

りたいと考えてございます。 

以上でございます。 

それでは、２件についても何か御意見、御質問ございますか。 
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教科書採択がこれからありますので、これから色々な要望書が

届くのではないかと思いますが、その都度、皆さんに提示をする

ことになろうかと思います。 

何かありますか。 

教育委員の皆様に１件報告がございます。何回か教育委員会会

議でもお話をさせていただいていますが、秦野市立みなみがおか

幼稚園の公私連携幼保連携型認定こども園化に係る運営法人の選

定に関してでございますけれども、本年２月２０日から運営法人

の募集を始めました。４月１７日が締切となっておりましたが、

今回は、残念ながら応募した法人が１件もなかったという形での

御報告となります。 

今後につきましては、なぜ応募がなかったのか早急に検討を行

いまして、また公募をかけていきたいと思っております。 

以上、今回は途中経過という形の御報告になりまして、また、

選定について進展いたしましたら御報告していきたいと考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

何もなかったのですか。 

説明会に来たところはあったのですが、最終的な応募はありま

せんでした。 

他にどうでしょうか。 

―特になし― 

では、その他はこれでよろしいでしょうか。 

それでは、秘密会の前に次回の日程調整を行います。 

―次回の日程調整― 

それでは、ただいまから秘密会といたしますので、関係者以外

の退席を求めます。 

―関係者以外退席― 

 


